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旧法隆寺献納御物である金銅透彫潅頂幡は、推定１０メートルを越える大金工品

高いところから垂下されていたもので、先ず四柱の屋蓋形をなす天蓋を吊り、そ

に六坪からなる透彫銅板を達ねた大幡を垂れ、その両側に長い垂状をつるし、ま

四隅からは三坪からなる小幡を垂れ、更に天蓋の周辺にある舌状形に沿って薬袋

垂飾や数条を垂下させたものである。この金銅透彫潅頂幡とはい９たい何かとい

、天蓋郵,大幡郵、小幡那にすかしとしてえがかれている唐草文と天人の天衣の

ぴこの幡の製作期はいったいいつ頃なのかということを推定する。

現在東京国立博物館内の法隆寺宝物館に陳列されている金銅透彫潅頂幡の実物の

平1 9年２月の法隆寺伽藍縁起井流記資材帳の「金泥銅潅頂壱具　右片岡御祖命

知納時」等の文献資料、又朝鮮、中国の同時代と思われる石窟や壁画等の天人の

によって検討を加えた。

金銅透彫泄頂幡とは金銅板製で透彫がほどこされて仏前の荘厳供養に用いられた

金銅製のものとしては他に正倉院に伝えられているものしかみられないが、同時

と思われる沢山の織幡が伝えられており、この金銅幡も織幡と同じような構成が

た。そして透彫の部分には唐草文と共に天人とその天衣によって、地金と透かし

にみごとな空間部分をなしている。それらの天衣は、龍門石窟、天龍山石窟の北

敦煌の莫高窟の壁画の天衣の影響を受けた推古様式と考えられ、後世の東大寺の

薬師寺の三重塔水煙部の天人につながってゆくものと思う。
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